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　�１号機は平成29年７月から、２号機は令和２年６月から廃炉作業（解体工事準備）を行っています。
� ３号機は令和４年１月21日から第16回定期検査を開始し、運転を停止しています。
�４号機は令和３年４月15日から通常運転を行っていましたが、令和４年４月30日に第14回定期検査を開始しました。
その後、７月13日に発電を再開しています。　※9月12日に運転を停止し、第15回定期検査を開始しています。
�廃棄物として発電所から放出された放射性物質の量は極めて微量でした。

・モニタリングポストでの大気浮遊じんの連続捕集・測定
� （月１回：１地点、年４回：１地点）
・大気中放射性ヨウ素の測定�（年４回：１地点、年１回：18地点）
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空間放射線の測定 環境試料中の放射能測定

大気浮遊じん中の放射能測定

（１）テレメーターシステムによる常時監視
　（モニタリングポスト）
　　①空間線量率（NaI(Tℓ)シンチレーション式検出器）� 10地点
　　②空間線量率（電離箱式検出器）� 26地点
　（放水口モニタ）
　　③放水口計数率（NaI(Tℓ)シンチレーション式検出器）� ３地点

（２）モニタリングカーによる測定
　　④発電所から30km圏内の道路上（サーベイルート）を年２回測定

・農畜産物・植物（米、ばれいしょ、牛乳、松葉　など）� 34試料
・海産生物（たい、いか、さざえ、わかめ　など）� 19試料
・陸水・海水� 36試料
・土壌・海底土� 31試料

� 令和３年４月から令和４年７月
� 《説明：県原子力安全対策課》玄海原子力発電所の運転状況

　�玄海原子力発電所周辺の放射線及び放射能を監視するため、１号機の運転開始前の昭和47年度から実施しています。
この調査では、専用の機器を使って、主に空気中の放射線（空間放射線）と野菜や魚、水や土などの環境試料に含ま
れる放射性物質の量などを測っています。

� 令和３年４月から令和４年３月
� 《説明：県環境センター》環境放射能調査結果

※「調査めやす値」とは、過去の調査結果から得られた平常の変動幅の上限値です。測定値がめやす値を超えた場合は、その原因を調べます。
※��今回の結果にも調査めやす値を超えたものがありましたが、雨の影響によるものでした。
※ �セシウム137やストロンチウム90などの自然界からは発生しない放射性物質は、ほとんどが過去に海外で行われた大気圏内の核実験によって発生し、
世界中に散らばったものです。

※「ＮＤ」とは、測定計器で測ることができる最小の値よりも小さいことを示します。

令和３年４月から令和４年３月までの測定結果（抜粋）

 表１   空間放射線  表２   環境試料中の放射能
①  NaI（Tℓ）シンチレーション式検出器  （単位：μ

マイクログレイ
Gy/h）

②  電離箱式検出器  →  次のページ 

③  放水口計数率  （単位：c
シーピーエム
pm）

④  モニタリングカー  →  次のページ 

測定地点 測定値 調査
めやす値※

調査めやす値
を超えた理由

過去
最大値

玄海町
今村 0.024 ～ 0.088 0.042 降雨 0.104

平尾 0.032 ～ 0.088 0.046 降雨 0.104

唐津市 串 0.030 ～ 0.092 0.044 降雨 0.110

試料名 単位
測定結果（下段：調査めやす値）

ヨウ素131 セシウム137 ストロンチウム90

牛乳 Bq/リットル ND
（0.072）

ND
（0.29）

ND、0.040
（0.21）

ほんだわら類 Bq/kg生 ND
（ND）

ND
（0.19）

ND～ 0.089
（0.37）

海水
（放水口付近）mBq/リットル

ND
（ND）

ND～ 2.1
（11）

0.67 ～ 1.3
（7.4）

海底土
（放水口付近） Bq/kg乾 ―

―
ND

（0.67）
ND～ 0.32
（0.25）

試料名 測定結果（トリチウム）調査めやす値

陸水
水道水 ND～ 0.41 2.3

河川水 ND～ 0.31 2.3

海水 放水口付近 ND～ 0.68 3.5

試料名
プルトニウム238 プルトニウム239＋240

測定結果 調査めやす値 測定結果 調査めやす値

表層土 ND ND ND～ 0.020 0.33

測定地点 測定値 調査
めやす値※

調査めやす値
を超えた理由

過去
最大値

３号放水口 342～ 389 368 降雨 609

４号放水口 336～ 370 363 降雨 501 � （単位：B
ベクレル
q/kg乾）

� （単位：B
ベクレル
q/リットル）
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　  空間線量率及び環境試料中の放射能の量に、
　発電所に起因すると考えられる異常は認められませんでした。  ⇒  表１  ①②③④、  表２ 
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